
職　員
募　集

来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

市
職
員
を
募
集
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■
任
期
付
職
員（
保
育
士
・
教
諭
職
）

●
採
用
予
定
人
数　

４
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭

３０

和　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

４６
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
両
方
を

持
ち
、
実
務
経
験
が
あ
る
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
・
作
文�

１２

１３

問
い
合
わ
せ
▼
人
事
課

職　員
募　集

来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

市
施
設
管
理
協
会
職
員
を
募
集
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�
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■
学
校
・
幼
稚
園
・
公
民
館
等
用
務
職
員

●
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭

３５

和　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
普

５１
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

●
試
験
日
／
内
容　

第
1
次
試
験�
　

月
１１

　

日�
／
筆
記
、
第
２
次
試
験�
　

月　

２２

１２

１９

日�
／
面
接

■
給
食
調
理
職
員

●
採
用
予
定
人
数　

３
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭

３５

和　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

５１
●
試
験
日
／
内
容　

第
１
次
試
験�
　

月
１１

　

日�
／
筆
記
、
第
２
次
試
験�
　

月　

２２

１２

１９

日�
／
面
接

■
期
限
付
職
員（
公
民
館
等
夜
間
管
理
職
員
）

●
採
用
予
定
人
数　

２
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭

１８

和　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
普

２３
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

●
試
験
日
／
内
容　
　

月　

日�
／
面
接

１２

１９

問
い
合
わ
せ
▼
市
施
設
管
理
協
会

（
市
役
所
西
庁
舎
内
／�
〈　

〉２
３
２
２
）

７５
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安
城
市
職
員
倫
理
規
程
を
制
定
し
ま
し
た
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■
主
な
内
容

○
次
の
行
為
を
禁
止
し
て
い
ま
す

　

利
害
関
係
者
と
の
間
で
の
金
銭
な
ど
の

贈
与
、
便
宜
の
供
与
、
金
銭
の
貸
付
、
無

償
ま
た
は
低
金
額
で
の
物
品
や
不
動
産
の

貸
付
、
無
償
ま
た
は
低
金
額
で
の
役
務
の

提
供
、
未
公
開
株
式
の
譲
り
受
け
、
供
応

接
待
を
受
け
る
こ
と
。
利
害
関
係
者
と
飲

食
、
遊
技
、
ゴ
ル
フ
、
公
務
以
外
の
旅
行

を
す
る
こ
と
。

○
た
だ
し
、
次
の
行
為
を
除
き
ま
す

　

職
務
上
出
席
し
た
多
数
の
出
席
者
の
あ

る
会
合
で
、
利
害
関
係
者
か
ら
全
員
配
布

用
の
記
念
品
を
受
け
取
る
こ
と
、
職
務
上

利
害
関
係
者
を
訪
問
し
た
時
、
相
手
の
物

品
を
使
用
す
る
こ
と
や
公
共
交
通
機
関
が

な
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
と
き
に
相
手

の
自
動
車
を
利
用
す
る
こ
と
、
茶
菓
を
受

け
る
こ
と
。
職
務
と
し
て
出
席
し
た
会
議
・

会
合
で
の
自
己
負
担
し
た
簡
素
な
飲
食
を

す
る
こ
と
。（
高
額
な
飲
食
は
許
可
が
必
要
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
▼
人
事
課

市職員
倫　理

広報あんじょう　2005.11.1�

宅　地
分　譲

宅
地（
市
有
地
）を
抽
せ
ん
分
譲
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
財
政
課
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�
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●
受
付
期
間　
　

月　

日�
ま
で（
土
・

１１

１５

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所
�

同
課

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
安
城
市
有
地
抽
せ
ん
処
分
抽
せ
ん
参
加

申
込
書（
市
指
定
用
紙
）

②
土
地
利
用
計
画
書（
市
指
定
用
紙
）

③
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し（
法
人
は

法
人
登
記
簿
謄
本
）

④
抽
せ
ん
参
加
保
証
金（
現
金　

万
円
）

２０

⑤
平
成　

年
度
納
税
証
明
書

１７

⑥
本
籍
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
身

分
証
明
書（
法
人
は
不
要
）

●
申
し
込
み
で
き
な
い
人　

土
地
の
売
買

を
営
利
目
的
と
し
て
行
う
個
人
・
法
人
、

未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
・
被
保
佐
人
、

税
金
の
滞
納
者
な
ど

●
抽
せ
ん
会　
　

月　

日�
午
前　

時
／

１１

２１

１０

市
役
所
北
庁
舎
４
階
第　

会
議
室

２２

●
売
買
契
約
締
結
期
限　
　

月　

日�
ま

１２

１３

で
／
契
約
保
証
金（
売
買
代
金
の　

％
以

１０

上
）・
契
約
用
収
入
印
紙
な
ど
が
必
要

●
売
買
代
金（
残
金
）の
納
付　

来
年
２
月

７
日�
ま
で
／
所
有
権
移
転
登
記
の
た
め

の
登
録
免
許
税
が
必
要

容積率（％）建ぺい率（％）用途地域売却価格（円）面積（㎡）
土地の表示

（いずれも地目は宅地）
№

２００６０準住居地域３２，７８８，０００２９４．０７東栄町３丁目７番１７①

２００６０第１種住居地域２８，２２３，０００２４４．３６住吉町１丁目７番６②

２００６０工業地域２７，２３６，０００２３０．２３新幹線区画８９街区４③

２００６０工業地域２０，７４８，０００１８７．６０新幹線区画９３街区８-１④

２００６０第１種住居地域４，５５６，０００４８．３７百石町２丁目２１番３⑤

２００６０市街化調整区域　※２０，８０３，０００３４５．００古井町中屋敷２２番１⑥

※ ⑥は既存宅地確認済（来年５月１７日まで有効）
応募のなかった物件は、来年３月３１日�まで先着順で売却します
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環　境

環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
衛
生
功
労
団
体
・
環
境
美
化
標
語
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
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■
環
境
衛
生
功
労
者

石
川 
義  
純 〈
野
寺
町
〉

よ
し 
ず
み

　

毎
日
、
日
課
と
し
て
三
ツ
川
町
内
周
辺

を
散
策
し
な
が
ら
、
ご
み
拾
い
を
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

 
小  
栗  
昌  
子 〈
別
郷
町
〉

お 
ぐ
り 
ま
さ 
こ

　

別
郷
町
内
の
ご
み
出
し
の
指
導
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
を
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

 
河  
野  
通  
男 〈
池
浦
町
〉

か
わ 
の 
み
ち 
お

　

総
合
運
動
公
園
内
の
ご
み
拾
い
を
毎
日

早
朝
に
行
い
、
総
合
運
動
公
園
の
美
化
に

尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

倉
田 
秀 
次

し
ゅ
う   

〈
横
山
町
〉

じ

花
ノ
木
用
水
街
路
の
清
掃
、
花
の
植
え
付

け
、
水
か
け
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
則 
す
な
は
ち
　
 
年  
貞 〈
緑
町
〉

と
し 
さ
だ

　

自
宅
近
く
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清

掃
を
行
う
と
と
も
に
、
指
導
監
視
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

武
山 
幹 
雄
   
〈
池
浦
町
〉

み
き 
お

　

池
浦
町
内
や
主
要
道
路
の
ご
み
拾
い
を

毎
日
早
朝
行
い
、
地
域
の
美
化
に
尽
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

橋
本 
壽 
之
   
〈
美
園
町
〉

と
し 
ゆ
き

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
及
び
ご
み
の

分
別
指
導
、
高
齢
者
や
外
国
人
の
ご
み
出

し
の
手
助
け
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

村
瀬 
康 
司
   
〈
相
生
町
〉

こ
う 
じ

　

相
生
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清

掃
管
理
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
本 
一 
郎
   
〈
大
岡
町
〉

い
ち 
ろ
う

　

大
岡
白
山
神
社
境
内
の
清
掃
と
大
岡
町

内
の
記
念
碑
の
清
掃
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
本 
静 
哉
   
〈
別
郷
町
〉

し
ず 
や

　

別
郷
町
内
の
ご
み
出
し
の
指
導
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
を
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

■
環
境
衛
生
功
労
団
体

北
山
崎
子
供
会〈
北
山
崎
町
〉

　

北
山
崎
の
神
社
、
農
民
セ
ン
タ
ー
、
ち

び
っ
こ
広
場
の
清
掃
、
花
壇
の
管
理
を
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

白
寿
会〈
大
岡
町
〉

　

大
岡
町
公
民
館
周
辺
、
大
岡
白
山
神
社

境
内
の
清
掃
除
草
と
ご
み
拾
い
を
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
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■
最
優
秀
賞

岩
堀　

司

「
リ
サ
イ
ク
ル　

き
れ
い
な
町
へ
の　

第
一
歩
」

■
優
秀
賞

加
藤 
美  
紀 
、
河
合 
健  
太  
朗 
、
杉
浦　

み 

き 

け
ん 
た 
ろ
う

 
瞳 
、

ひ
と
み

 
水  
間  
俊  
明 
、
鈴
木 
一  
起 
、
鳥
居 
勝  
俊 

み
ず 
ま 
と
し 
あ
き 

か
ず 
き 

か
つ 
と
し

★
第　

回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

１５

　
�
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●
と
き　
　

月
６
日�
午
前　

時
〜
午
後

１１

１０

３
時

●
と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
内
容　
　

本
紙　

月　

日
号
を
ご
覧
く

１０

１５

だ
さ
い
。

※
乗
り
合
わ
せ
ま
た
は
あ
ん
く
る
バ
ス
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
環
境
保
全
課

（
清
掃
事
業
所
内
／�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

ア
ク
シ
ョ
ン
油
ケ
淵　

安
城

ｉｎ
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●
と
き　
　

月
９
日�
午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

４
時（
開
場
は
午
後
１
時
）

●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
マ
ツ
バ
ホ
ー

ル●
内
容

�
油
ケ
淵
の
水
質
浄
化
に
関
す
る
取
り
組

み
の
紹
介
／
明
和
小
学
校
６
年
生

�
講
演
「
母
な
る
海
を
旅
し
て
」
／
講
師
・

中
村
征
夫
氏（
水
中
写
真
家
）

�
油
ケ
淵
の
水
質
浄
化
に
関
す
る
展
示

●
主
催　

油
ケ
淵
水
質
浄
化
促
進
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課（�
〈　

〉
７６

３
０
５
３
）ま
た
は
県
環
境
部
水
環
境
課

（�
　
〈　

〉２
１
１
１
）

０５２
９６１

広報あんじょう　2005.11.1�

防　災

東
海
・
東
南
海
地
震
に
備
え
よ
う
！

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
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●
と
き　
　

月
６
日�
午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

３
時　

分
３０

●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
マ
ツ
バ
ホ
ー

ル●
テ
ー
マ　

証
言
！
三
河
地
震
「 
故  
郷 
の

ふ
る 
さ
と

大
地
震
を
学
ぶ
」

●
講
師

林 
能  
成 
氏

よ
し 
な
り

（
名
古
屋
大
学
災
害

対
策
室
）

木
村 
玲  
欧 
氏

れ 

お

（
名
古
屋
大
学
災
害

対
策
室
）

ゲ
ス
ト　

岩
瀬 
繁  
松 
氏（
地
震
体
験
者
）

し
げ 
ま
つ

問
い
合
わ
せ
▼
防
災
室

人　権

人
権
ひ
ろ
ば
…
ト
ー
ク
＆
イ
ベ
ン
ト
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参
加
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募
集

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	



��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



●
と
き　
　

月　

日�
午
後
１
時
〜
５
時

１１

１４

（
開
場
午
後
０
時　

分
）

３０

●
と
こ
ろ　

市
民
会
館
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル

●
主
催　

愛
知
県
、
安
城
市
ほ
か

●
内
容　

ホ
ー
ル�
午
後
１
時
／
人
権
ト

ー
ク
／
講
師
・ 
辛  
淑  
玉 （
人
材
育
成
コ
ン

し
ん 
す 

ご

サ
ル
タ
ン
ト
）　

午
後
３
時
／
映
画
上
映

「
マ
ラ
ソ
ン
」（
２
０
０
５
年
韓
国
）　

１

階
ロ
ビ
ー�
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
、

障
害
者
授
産
製
品
の
即
売

●
入
場
料　

無
料

●
そ
の
他　

託
児
あ
り
。
満
２
歳
以
上
、

就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。　

※
託
児
希
望
の
人
は
、　

月
７
日�
ま
で

１１

に
障
害
援
護
課
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
障
害
援
護
課

　昭和２０年、私たちの故郷を未曽有の大災害が襲いまし

た。世にいう「三河地震」です。この地震で西三河は広

範囲にわたり大きな被害をこうむりました。

　地震は１月１３日午前３時３８分ごろ、震央は渥美湾内、

深度１０�という浅いところで発生しています。この地震

により、現在の幸田町深溝周辺では大きな断層（深溝断

層）が現れました。同時に旧桜井村や旧明治村でも推定

震度７の激震に見舞われ、二つの村だけで死者は５００人

を超えています。このことから６０年前に私たちの故郷を

襲った地震がいかに大きなものだったかが理解できるで

しょう。

　今、６０年前の三河地震を研究している人がいます。名

古屋大学防災対策室の林 能  成 氏と木村 玲  欧 氏です。２人
よし なり れ お

は、昭和２０年１月１３日未明に三河で何が起こったのかを

解き明かすべく、地震体験者に地道な聞き取り調査を続

けています。今年は安城市の南部地域を中心に調査が行

われており、いずれ三河地震の全容が解明されることで

しょう。

　さて、１１月６日�に文化センターで『証言！三河地震

「故郷の大地震を学ぶ」』と題して両氏の講演会を開催

します（下段参照）。最新の取材で得た三河地震の情報が

満載で、昨年の講演会をさらにグレードアップした内容

となっています。また、今回は地元の三河地震体験者か

らも、当時の貴重な話をうかがうことができます。

《恐れの中に恐るべかりけるは、 只  地  震 なりけり》
ただ な い

　 鴨 
かもの

 長 
ちょう

 明 も『 方 
めい ほう

 丈 
じょう

 記 』にこう書いています。昔の人々も
き

揺れる大地に戦々恐々としていたようですね。あれから

８００年が過ぎ、科学は目覚しい進歩を遂げています。し

かし「文明が進歩すれば災害も進化する」と言われてい

ることから考えれば、むしろ被害はあのころより悲惨に

なっているといってもよいでしょう。

　進化した災害から自らの命を守るため、家族の安全を

確保するため、ひいては地域の防災力を高めるため、防

災講演会や地域の防災訓練に積極的に参加してください。

なにしろ地

震が皆さん

の「油 断」

を 虎  視  眈  々  
こ し たん たん

と狙ってい

るのですか

ら。
災災害害情情報報ををいいちち早早くくおお知知ららせせししまますす


